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第
４
回
臨
時
会
（
10
月
29
日
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　

Ｃ
Ｓ
Ｆ（
※
１
）（
豚
コ
レ
ラ
）　　

　
　

対
策
費
２
１
４
万
円
を
追
加

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

主
な
内
容

野
生
イ
ノ
シ
シ
の
Ｃ
Ｓ
Ｆ
感
染
が

県
内
外
で
拡
大
し
て
い
る
た
め
、
養
豚
場
へ
の
野

生
動
物
の
侵
入
防
止
柵
の
設
置
費
用
な
ど
と
し

て
、
２
１
４
万
円
を
追
加
し
ま
す
。
侵
入
防
止
柵

に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
基
準
と
な
る
対
象
事
業

費
の
４
分
の
１
相
当
額
で
あ
り
、
町
単
独
分
と
し

て
補
助
し
ま
す
。

　

※
１
【
Ｃ
Ｓ
Ｆ
と
は
】

Ｃ
Ｓ
Ｆ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
起
こ
る
豚
や
イ
ノ
シ
シ
の　

伝
染
病
。
強
い
伝
染
力
と
高
い
致
死
率
が
特
徴
。

こ
ん
な
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

鋭
く
迫
る
！
一
般
質
問

委
員
会
の
う
ご
き

政
策
提
言

そ
の
他

角
渕
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の　

早
期
使
用
再
開
を
求
め
る
請
願
書

請

願

者

角
渕
区
長
斉
藤　
勝

紹
介
議
員

石
内　
國
雄

内

容

台
風
19
号
に
よ
る
被
害
で
、
角
渕
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
が
汚
泥
に
覆
わ
れ
使
用
で
き
な
い
状
態
が

続
い
て
い
る
。
住
民
の
健
康
増
進
と
交
流
の
場
の
確
保

の
た
め
、
早
期
使
用
再
開
が
で
き
る
よ
う
請
願
す
る
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
「
採
択
す
べ
き
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

理

由

町
は
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
を
掲
げ
て
お
り
、
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の

使
用
再
開
に
向
け
活
動
さ
れ
て
い
る
。
一
日
で
も
早
く

使
用
で
き
る
よ
う
、
議
会
も
町
へ
働
き
か
け
る
べ
き
と

の
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。

本
会
議

採
択
（
賛
成
全
員
）

請 　願

委
員
会
付
託

　宇津木治宣議員が、地方自治の発展
向上と住民福祉の増進に対する功績に
より、「群馬県功労者表彰」を受賞され
ました。

（イメージ写真）

  

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

天
田　

義
乃
利
さ
ん   

　
　
　
　
　
（
川
井
・
62
歳
）  

再
任

令
和
２
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
に
な
り
ま
す

が
、
再
任
に
つ
い
て
町
長
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
、

議
会
は
賛
成
全
員
で
同
意
し
ま
し
た
。

おめでとうございます


